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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ①－①

(1) ３.８４ (2) ９.２０

＋１０.６６ － ３.３２

１４.５０ ５.８８

↓

１４.５

８ １１ １９ ４ １ ６ １ ５
(3) １ ＋２ ＝３ ＝４ (4) ６－３ ＝５ －３ ＝２

１５ １５ １５ １５ ６ ６ ６ ６

(5) １Ｌ＝１０００mＬですから，１０００倍すれば，ＬをmＬに変えることができます。

よって，０.８１Ｌ＝（０.８１×１０００）mＬ＝８１０mＬ

(6) １０００ｇ＝１kg ですから，１０００でわれば，ｇをkgに変えることができます。

よって，６５ｇ＝（６５÷１０００）kg＝０.０６５kg

(7) １ｍ＝１００cmですから，１ｍ2＝（１００×１００）cm2＝１００００cm2

よって，９ｍ2＝９００００cm2

(8) １００ｍ2＝１a ですから，１００でわれば，ｍ2をaに変えることができます。

よって，４６０ｍ2＝（４６０÷１００）a＝４.６a

(9) １Ｌ＝１０００mＬですから，１.２Ｌ＝１２００mＬ

１dＬ＝１００mＬ ですから，３.５dＬ＝３５０mＬ

よって，１.２Ｌ－３.５dＬ＝１２００mＬ－３５０mＬ＝８５０mＬ

(10) １ha＝１００a，１a＝１００ｍ2 ですから，０.２ha＝２０a＝２０００ｍ2

１６a＝１６００ｍ2

よって，０.２ha＋１６a＝２０００ｍ2＋１６００ｍ2＝３６００ｍ2

４ ４ ４
(11) km＝１kmの ＝１０００ｍの ＝（１０００÷５×４）ｍ＝８００ｍ

５ ５ ５

１１ １１ １１
(12) 時間＝１時間の ＝６０分の ＝（６０÷１２×１１）分＝５５分

１２ １２ １２
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ①－②

(1) 三角形の内角の和は１８０度ですから，ア＝１８０－（２０＋４２）＝１１８（度）

(2) 二等辺三角形なので，右の図のようになり，

外角の定理によって，イ２個ぶんが９８度です。

よってイは，９８÷２＝４９（度）です。

(3) ひし形は４つの辺の長さが等しいので，右の図の●と●の

辺も長さが等しく，しゃ線でかこまれた三角形は二等辺三角形

です。

よってエは４７度になり，ひし形は２本の対角線が直角に

交わるので，オは９０度です。

よってウの角度は，１８０－（４７＋９０）＝４３（度）です。

98°

イ

イ

5cm

5cm

オ
エ

47°

ウ
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ①－③

３２人を，８個に分けたうちの３個ぶんの生徒が参加しました。

３２÷８×３＝１２（人）になります。

ステップ①－④

台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷２＝（１１＋６）×８÷２＝６８（cm2）

ステップ①－⑤

正方形の４本の辺の長さの合計が７２cmです。

よって，１辺の長さは，７２÷４＝１８（cm）です。

正方形の面積＝１辺×１辺＝１８×１８＝３２４（cm2）
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ①－⑥

(1) この図形のまわりの長さは，たてが１４cm，横が１１cmの長方形のまわりの長さと

同じです。

よって，（たて＋横）×２＝（１４＋１１）×２＝５０（cm）。

(2) 長方形から切り取った部分の，たての長さは １４－８＝６（cm）です。

切り取った部分は正方形なので，横の長さも６cmです。

よって，長方形－正方形＝１４×１１－６×６＝１５４－３６＝１１８（cm2）。

ステップ①－⑦

(1) 正方形の１つの角の大きさは９０度，正三角形の１つの角の大きさは６０度ですか

ら，ア＝９０－６０＝３０（度）。

(2) 正方形の辺の長さは等しく，正三角形の辺の長さも等しい

ので，右の図の●の長さはすべて等しくなります。

よって，しゃ線でかこまれた三角形は二等辺三角形にな

り，ウの角は，（１８０－３０）÷２＝７５（度）です。

エの角は，９０－７５＝１５（度）になります。

イの角は，１８０－（１５＋９０）＝７５（度）になります。

ウ

イ

30°

エ
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－１

テープ全体の長さは，４.８ｍ＝４８０cmです。

１
赤の長さは，テープ全体の より１０cm長いので，４８０÷３＋１０＝１７０（cm）

３

です。

４ ４ ４
青の長さは， ｍ＝１ｍの ＝１００cmの ＝（１００÷５×４）cm＝８０cmです。

５ ５ ５

よって白の長さは，４８０－（１７０＋８０）＝２３０（cm）になります。
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－２

右の図の●の角度は，

１８０－（２１＋１０１）＝５８（度）です。

ゼット形（さっ角）なので，右の図のかげをつけた

角度も５８度です。

右の図の太線の長さは等しいので，しゃ線をつけた

三角形は，直角二等辺三角形です。

よって★の角度は４５度なので，アの角度は，

５８－４５＝１３（度）になります。

101°

21°
ア

101°

21°
ア

101°

21°
ア
★
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－３

かげをつけた部分を，右の図のように，平行四辺形アと，

台形イに分けます。

平行四辺形の面積は，「底辺×高さ」で求められます。

アの底辺は８cm，高さは １８－６＝１２（cm）ですか

ら，アの面積は，８×１２＝９６（cm2）です。

ところで，平行四辺形は上底と下底が同じ長さです

から，右の図の★は８cmです。

台形の面積は，「（上底＋下底）×高さ÷２」で求められます。

上底は★ですから８cm，下底は３cm，高さは６cmですから，台形イの面積は，

（８＋３）×６÷２＝３３（cm2）です。

よって，かげをつけた部分の面積は，９６＋３３＝１２９（cm2）になります。

6cm

3cm

8cm

18cm

ア

イ

★
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－４

(1) はじめに，Ｂには ２.７Ｌ＝２７００mＬの水が入っていました。

・ＡからＣに水を０.７Ｌ＝７００mＬうつしたとき，Ｂは変わらないので２７００mＬ

のままです。

・ＢからＡに水を ３dＬ＝３００mＬうつしたとき，Ｂは３００mＬへるので，

２７００－３００＝２４００（mＬ）になります。

・ＣからＢに水を４００mＬうつしたとき，Ｂは４００mＬ増えるので，

２４００＋４００＝２８００（mＬ）になります。

よって，最後にＢに入っている水の量は，２８００mＬ＝２.８Ｌです。

(2) 最後に，３つの容器に入っている水の量がどれも同じになりました。

Ｂは，(1)で求めた通り２８００mＬになったのですから，Ｃも２８００mＬになりま

した。

はじめのＣの水の量を mＬとすると，

・ＡからＣに水を０.７Ｌ＝７００mＬうつしたとき，Ｃは７００mＬ増えるので，

（ ＋７００）mＬになります。

・ＢからＡに水を ３dＬ＝３００mＬうつしたとき，Ｃは変わらないので

（ ＋７００）mＬのままです。

・ＣからＢに水を４００mＬうつしたとき，Ｃは４００mＬへるので，

（ ＋７００－４００）mＬになります。

Ｃは最後に２８００mＬになったのですから，

＋７００－４００＝２８００ です。あとは逆算すれば，答えが求められます。

２８００＋４００＝３２００ ３２００－７００＝２５００

よって，はじめのＣは ２５００mＬ＝２５dＬになります。
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－５

(1) はじめに，花子さんは１８００円を持っていました。

２
持っているお金の より３０円多いお金でスケッチブックを３さつ買いました。

５

２
１８００円の は，１８００円を５つに分けたうちの２つぶんですから，

５

１８００÷５×２＝７２０（円）です。

それより３０円多いお金が，スケッチブック３さつぶんですから，スケッチブック

３さつのねだんは，７２０＋３０＝７５０（円）です。

よって，スケッチブック１さつのねだんは，７５０÷３＝２５０（円）になります。

(2) はじめに，花子さんは１８００円を持っていました。

スケッチブック３さつを７５０円で買ったら，１８００－７５０＝１０５０（円）

残ります。

３
筆箱は，１０５０円の より５０円少ないねだんです。

７

３
１０５０円の は，１０５０÷７×３＝４５０（円）ですから，筆箱のねだん

７

は，４５０－５０＝４００（円）です。

スケッチブック３さつを買ったときに１０５０円残っていて，４００円の筆箱を

買ったのですから，最後に残っているお金は，１０５０－４００＝６５０（円）です。
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－６

(1) 三角定規のわかっている角度を書きこむと，

右の図のようになります。

右の図のしゃ線をつけた三角形に外角の定理を

利用すると，ア＋６０＝１２１ ですから，

ア＝１２１－６０＝６１（度）です。

(2) (1)で，アは６１度であることがわかりました。

よって，右の図の●も６１度になります。

★は，１８０－（６１＋４５）＝７４（度）

です。

☆も７４度です。

右の図の太線でかこまれた三角形に

外角の定理を利用すると，

イ＝７４＋３０＝１０４（度）にな

ります。

45°

45°

30°

121°

ア

イ

60°

45°

45°

30°

121°

ア

イ

60°

★

60°61°

45°

45°

30°

121° イ

☆

60°61°

45°

45°

30°

121° イ

74°
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ②－７

(1) 全体の長方形の面積は，たて×横＝１６×２４＝３８４（cm2）ですから，アとイの

面積の和も，３８４cm2です。

また，アはイよりも４８cm2大きいと書いてあった

ので，イの面積は，（３８４－４８）÷２＝１６８

（cm2）になります。

(2) (1)で，イの面積は１６８cm2であることがわかり

ました。

右の図のしゃ線部分の面積は，４×２４＝９６（cm2）

です。

イの面積は１６８cm2で，しゃ線部分の面積は９６

cm2ですから，右の図の太線でかこまれた長方形の面

積は，１６８－９６＝７２（cm2）です。

太線でかこまれた長方形のたての長さは，

１６－（８＋４）＝４（cm）ですから，横の長さ

であるχは，７２÷４＝１８（cm）になります。

ア

イ

384cm2

48cm2

ア

イ
4cm

8cm

16cm

24cm

χ

168cm2

ア

イ
4cm

8cm

16cm

24cm

χ

168cm2

ア

イ
4cm

8cm

16cm

24cm

χ

168cm2
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ③－１

(1) たかし君の家から本屋さんの前を通って，直接

学校まで行くときの道のりは，１.２km＝１２００ｍ

です。

よって，右の図のア＋イ＝１２００ｍです。

また，たかし君の家から本屋さんの前まで行き，

けい子さんの家によって本屋さんの前にもどり，

学校まで行くときの道のりは，１.８km＝１８００ｍ

です。

よって，ア＋ウ＋ウ＋イ＝１８００ｍです。

ア＋イ＝１２００ｍ，ア＋ウ＋ウ＋イ＝１８００ｍですから，

ウ＋ウ＝１８００－１２００＝６００（ｍ）です。

よって，けい子さんの家から本屋さんまでの道のりであるウは，

６００÷２＝３００（ｍ）になります。

(2) 問題には，けい子さんの家から学校までは ０.７km＝７００ｍあると書いてありま

した。よって，(1)で使った図の，ウ＋イは７００ｍです。

(1)で，けい子さんの家から本屋さんまでは３００ｍあることがかわかりましたから，

ウが３００ｍです。よってイは，７００－３００＝４００（ｍ）です。

求めたいのは，たかし君の家から本屋さんまでの道のりである，アです。

ア＋イは１２００ｍで，イは４００ｍですから，アは １２００－４００＝８００

（ｍ）→ ０.８kmです。

たかし

けい子

本屋 学校ア

ウ

イ
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ③－２

３
(1) Ａさんは，１ ｍを取りました。

４

３ ３
１ ｍは，１ｍと， ｍです。
４ ４

１ｍ＝１００cmで，

３ ３ ３
ｍ＝１ｍの ＝１００cmの ＝（１００÷４×３）cm＝７５cmですから，

４ ４ ４

３
Ａさんは，１ ｍ＝１００cm＋７５cm＝１７５cm を取りました。

４

(2) はじめにリボンは，４.５ｍ＝４５０cmありました。

(1)で求めた通り，Ａさんは１７５cmを取りました。

残りは，４５０－１７５＝２７５(cm)です。

２
Ｂさんは，残りの より５cm長く取りました。

５

２
残っているのは２７５cmで，その は，２７５÷５×２＝１１０(cm)です。

５

よってＢさんが取ったのは，１１０cmより５cm長い，１１０＋５＝１１５（cm）で

す。

残っているのは２７５cmで，Ｂさんが１１５cmを取ったのですから，最後に残って

いるのは，２７５－１１５＝１６０（cm）です。

Ｃさんは，残っているリボンを全部取ったのですから，Ｃが取ったのは，１６０cm

です。

Ｂさんは１１５cm，Ｃさんは１６０cmを取ったのですから，ＣさんはＢさんよりも，

１６０－１１５＝４５（cm）長く取りました。
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ③－３

(1) 右の図のしゃ線部分の三角形を見ると，

★は １８０－２４×２＝１３２（度）です。

アも１３２度になります。

(2) 右の図の三角形は二等辺三角形なので，かげをつけた角度は，

（１８０－２４）÷２＝７８（度）です。

よって，右の図の★は １８０－７８＝１０２（度）に

なり，しゃ線部分の三角形に外角の定理を利用して，

イ＝１０２＋２４＝１２６（度）になります。

★
24° 24°

ア

24°

78°

イ

★

24°

24°
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演習問題集４上第１０回 くわしい解説

ステップ③－４

(1) このような問題では，見えていない辺を点線で書いてから

解いていきます。

右の図のように，赤の折り紙は，青の折り紙よりも

２cm右にずれていると考えます。

赤と青は同じ大きさの折り紙ですから，右の図の★も

同じく２cmです。

青の折り紙の見えている部分は，右の図のしゃ線部分です。

折り紙は１辺７cmの正方形ですから，折り紙の面積は，

７×７＝４９（cm2）です。

アは２cm，イは ７－（２＋３）＝２（cm）で，

ウは ７－３＝４（cm）ですから，青の折り紙の見えていな

い部分は，イ×ウ＝２×４＝８（cm2）です。

青の折り紙は４９cm2で，見えていない部分は８cm2です

から，見えている部分は ４９－８＝４１（cm2）です。

2cm

3cm

3cm
青

赤

2cm

3cm

3cm
青

赤

2cm

2cm

3cm

3cm
青

赤

2cm

★

イ

2cm

3cm
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(2) 図形全体のまわりの長さは５０cmです。

右の図の矢印の部分をゴンゴンたたいて，

右の図のような長方形にしても，まわりの長さは

５０cmのままです。

折り紙は１辺が７cmの正方形です。

長方形のまわりの長さは，「（たて＋横）×２」で

求めることができます。

長方形の横の長さは，２＋７＋３＝１２（cm）

ですから，（たて＋１２）×２＝５０ となります。

５０÷２＝２５ ２５－１２＝１３ ですから，

この長方形のたての長さは１３cmです。
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よって，右の図のエの長さは，

１３－（７＋３）＝３（cm）です。

(1)でわかった結果も書きこむと，右の図のようになり

ます。

赤い折り紙の見えている部分は，右の図のしゃ線部分

です。

しゃ線を部分を上下２つの長方形に分けます。

上の長方形の面積は，３×７＝２１（cm2）です。

下の長方形のたての長さは，７－４＝３（cm）です

から，下の長方形の面積は，３×２＝６（cm2）です。

よって赤い折り紙の見えている部分の面積は，

２１＋６＝２７（cm2）になります。
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